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宇宙状況把握に係る取組について

平成２７年５月２１日

内閣府宇宙戦略室
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資料３



2

米国

欧州

ロシア

中国

宇宙状況把握に係る諸外国のセンサー配置

１地点からの観測では、空間的・時間的な制限から、正確な軌道決定/物体追尾は困難
⇒ 衛星がマヌーバすると見失う可能性が高い

グローバルなデータ確保が
高いSSA能力を保持可能とする
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宇宙状況把握に係る我が国の施設

上斎原のレーダー及び美星の望遠鏡は
JSF（一般財団法人日本宇宙フォーラム）
が保有。

●レーダ観測施設＠上斎原
レーダによる低軌道スペースデブリ観測

●光学観測施設＠美星

１ｍ光学望遠鏡 ５０ｃｍ光学望遠鏡

口径１ｍ及び５０ｃｍの光学望遠鏡により、
静止軌道付近のスペースデブリの観測及び
地球近傍小惑星観測
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JAXAとJSｐOCの間の協力

Conjunction Summary
Message

Orbit Information

米戦略軍
統合宇宙
センター
（JSpOC）

Orbit Management

Conjunction Assessment

JAXA 追跡管制棟（筑波）

2013年5月 から

光学データ（美星）、電波データ（上斎原）

2014年5月 から

美星
スペースガードセンター 上斎原

スペースガードセンター
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宇宙状況把握に係る米国等との連携

●ＳＳＡ－ＴＴＸ－ＩＩ（米国）への参加について
米国が主催し、豪、加、仏、独、英が参加する、当机上演習に日本も参加。体制整備に
必要な関連情報の入手を図る。

Exton PA
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